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フランス語の接続法においては、Huot（1986）や井上（2018）において語用論的

用法を持つ可能性が指摘されている。しかし、これらの研究においては、どのよ

うにしてこうした用法が生じるかは説明されていなかった。本発表の目的はフ

ランス語接続法の持つ語用論的用法について、意味論的観点から捉えなおすこ

とである。 

 

本発表では、まず接続法の意味論的用法について、真偽判断とその「引き受け

（prise en charge）」の観点から説明する。その上で真偽判断を表す接続法の機

能と情報構造的要素が関連していることについて述べることにしたい（守田 

2015）。次に、そうした情報構造的要素が前提の持つ anaphoricityから生じてい

ることについて説明する。最後に、anaphoricity を活用することで、話者は真

偽の引き受けの割り振りを停止することができ、それが対話者に対するポライ

トネスを表すことを証明する。これが本発表の目的である。 
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